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余
新
忠
著

清
代
江
南
的
癌
疫
興
一
吐
曾

|
|
一
項
醤
療
枇
舎
史
的
研
究

帆

i告

之

刈

、
返
上
口
年
の
一
燃
史
に
お
い
て
、
知
識
の
専
門
化
・
童
一
化
、
そ
し
て
そ
の
捨

い
手
の
特
権
化
が
急
速
に
進
行
し
た
分
野
は
警
撃
を
置
い
て
他
に
な
い
で
あ

ろ
う
。
多
く
の
近
代
ア
ジ
ア
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
文
明
の
象
徴
と
し
て
西
洋

墜
墜
を
志
し
た
事
賓
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
西
洋
殴
亘
干
の
護
展
は
人
類
の
幸

一
摘
に
つ
な
が
る
と
誰
も
が
信
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代

署
墜
の
展
開
は
も
っ
と
複
雑
な
歴
史
背
景
を
有
し
て
い
た
。
政
治
的
に
は
近

代
園
民
国
家
に
よ
る
枇
曾
管
理
・
園
民
統
制
の
強
化
が
あ
り
、
さ
ら
に
資
本

主
義
経
済
の
掻
大
に
よ
る
移
民
増
大
、
お
よ
び
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
。
フ
ラ
ン

テ
l
シ
ヨ
ン
間
務
や
動
植
物
の
移
殖
の
結
果
と
し
て
の
生
態
系
破
壊
に
よ
る

疫
病
の
世
界
化
と
い
う
、
枇
舎
経
済
と
生
物
墜
に
ま
た
が
る
問
題
も
あ
る
。

そ
の
過
程
で
、
墜
事
は
墜
師
個
人
の
経
験
に
依
援
す
る
技
術
か
ら
、
賓
験
室

で
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
分
析
す
る
科
皐
へ
と
そ
の
性
格
を
愛
え
て
き
た
。
同
時

に
殴
首
悶
晶
子
は
権
力
や
企
業
と
の
闘
係
を
、
深
め
、
人
々
は
自
ら
の
身
慢
を
管
理
す

る
能
力
を
喪
失
し
て
い
っ
た
。

今
日
の
墜
療
枇
合
同
史
は
、
こ
の
よ
う
に
墜
療
の
一
燃
史
を
批
判
的
に
一
再
検
討

し
、
近
代
墜
撃
の
「
愛
展
」
を
相
封
化
す
る
覗
軌
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
同
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時
に
、
今
日
主
流
と
な
っ
て
い
る
近
代
墜
撃
と
は
異
な
る
系
譜
の
墜
療
に
封

す
る
関
心
も
高
ま
り
、
研
究
者
の
暦
も
厚
く
な
っ
て
き
た
。
中
図
最
初
の
本

格
的
な
墜
療
枇
合
史
研
究
と
目
さ
れ
る
本
書
は
そ
の
意
味
で
大
い
に
注
目
さ

れ
る
。
ま
ず
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
く
。

各
ヰ
早
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第

一

章

緒

論

第
二
章
清
代
江
南
癌
疫
的
生
態
枇
舎
背
景

第
三
章
清
代
江
南
的
疫
情

第
四
章
清
代
江
南
封
痘
疫
之
認
識

第
瓦
章
清
代
江
南
痘
疫
成
凶
探
析

第
六
章
清
代
江
南
痘
疫
輿
祉
曾
之
互
動

第

七

章

結

論

附
録
清
代
江
南
分
府
疫
情
年
表

緒
論
で
は
研
究
の
動
機
や
研
究
史
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
清
代
江

南
の
枇
舎
救
済
史
を
研
究
す
る
中
、
少
な
か
ら
ぬ
「
癌
疫
」
の
記
載
に
遭
遇

す
る
が
、
洪
水
や
日
干
魅
ほ
ど
に
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
疑
問
を

抱
く
。
史
料
の
分
散
・
希
少
と
い
う
候
件
に
加
え
て
、
首
時
の
政
府
が
完
備

し
た
救
済
制
度
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
事
賓
は
必
ず
し
も
痘
疫
が
研
究
に
値
し
な
い
問
題
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
と
い
う
。

清
代
の
人
々
に
と
っ
て
「
痘
疫
」
と
は
、
現
代
の
急
性
惇
染
病
と
は
必
ず

し
も
一
致
せ
ず
、
「
疫
」
は
惇
染
性
と
い
う
よ
り
は
流
行
性
を
意
味
し
た
。

た
だ
、
首
時
、
流
行
病
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
惇
染
病
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
雨
者
の
匝
別
は
あ
ま
り
巌
密
で
は
な
い
。

封
象
地
域
と
し
て
江
南
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
理
由
と
し
て
、
①
温
暖
、
点
潤

十
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気
候
、
水
路
の
護
達
と
人
口
密
集
が
微
生
物
の
繁
殖
、
惇
染
病
の
流
行
に
有

利
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
清
代
江
南
地
域
は
枇
合
・
経
済
・
文
化
の
愛
達
著
し

く
、
鴎
酉
療
技
術
水
準
も
高
か
っ
た
(
温
病
撃
の
溌
達
)
た
め
、
疫
病
と
の
格

闘
を
理
解
す
る
上
で
好
都
合
で
あ
る
、
③
先
進
地
域
ゆ
え
に
園
家
設
展
の
方

向
を
示
唆
す
る
、
④
近
祉
の
園
家
・
一
吐
舎
関
係
を
理
解
す
る
助
け
と
な
る
、

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

疫
病
の
流
行
に
は
生
物
準
的
要
因
以
外
に
、
政
治
・
経
済
・
枇
舎
な
ど
総

合
的
な
環
境
要
因
が
複
雑
に
影
響
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
江
南
に
お
け

る
生
態
環
境
、
枇
合
同
環
境
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
慶
大
な
平
原

地
域
で
長
江
と
銭
塘
江
が
運
河
で
繋
が
り
、
そ
の
聞
の
杭
州
・
嘉
興
・
湖
州

三
府
に
太
湖
の
、
河
川
網
が
虞
が
る
こ
と
で
、
密
集
し
た
水
一
連
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
愛
達
し
、
温
暖
浜
潤
気
候
と
相
侠
っ
て
農
業
の
設
展
に
有
利
な
係
件
が
揃

っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
江
南
は
次
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
た
祉
舎
と
し
て

愛
達
を
み
た
。
絹
・
綿
織
物
業
な
ど
家
内
制
手
工
業
の
後
展
、
市
銀
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
設
達
、
人
口
密
集
と
高
い
流
動
性
、
比
較
的
禦
か
な
衣
食
住
水
準

と
災
害
制
御
能
力
、
高
い
文
化
水
準
な
ど
。
こ
う
し
た
特
長
は
江
南
地
域
の

繁
栄
を
一
不
す
が
、
同
時
に
病
気
を
起
こ
す
微
生
物
の
繁
殖
に
も
有
利
な
候
件

で
あ
っ
た
。
際
史
的
に
明
清
期
は
疫
病
の
流
行
が
激
し
か
っ
た
時
期
で
あ
り
、

中
で
も
江
南
の
v
投
災
は
最
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
疫
病
流
行
に
釘

抗
す
る
墜
療
と
し
て
「
猟
病
皐
」
の
設
展
を
み
た
。

疫
病
流
行
の
詳
細
な
状
況
は
第
三
章
に
お
い
て
論
遮
さ
れ
て
い
る
。
著
者

は
地
方
志
、
警
書
、
筆
記
、
文
集
、
小
説
、
『
海
開
警
報
』
(
叶
}
百
三
え
民
主

同

4
R
Z
Dご
r
o
H
E
旬。口同
]Hr向山口
C
E
O
(リ
5
H
O
B
)

な
ど
を
用
い
て
「
疫
情

年
表
」
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
次
の
よ
う
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
的
分
布
は
蘇
州
・
松
江
・
太
倉
を
中
心
と
す
る
平
原
地
域
に
偏
っ
て

」

お
り
、
流
行
の
回
数
と
利
合
同
愛
辰
の
水
準
と
は
比
例
関
係
に
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
寧
波
府
は
低
い
愛
展
水
準
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
疫
病
の
流
行
が
穎
著

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
沿
海
性
と
流
行
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

時
間
的
分
布
に
関
し
て
、
季
節
的
に
は
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
流
行
が

著
し
く
、
清
代
を
通
し
て
増
加
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
枇
舎
経

済
愛
展
と
の
相
関
性
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
後
生
頻
度
に
つ
い
て
は
、
流

行
の
規
模
や
範
園
が
問
題
に
は
な
る
が
、
各
豚
の
統
計
に
よ
る
と
清
代
を
通

し
て
二
二
七
年
に
一
度
の
割
合
で
後
生
し
て
い
た
と
い
う
。

歴
史
上
の
様
々
な
病
気
が
現
代
墜
皐
上
の
ど
の
疾
病
に
該
賞
す
る
か
と
い

う
問
題
は
常
に
人
々
の
闘
心
を
集
め
て
き
た
が
、
以
下
の
よ
う
な
理
由
か
ら

そ
れ
は
困
難
で
あ
る
。
史
料
の
記
載
が
極
め
て
簡
潔
で
あ
る
こ
と
。
中
園
警

息
子
で
は
病
朕
や
性
四
円
か
ら
病
名
が
つ
け
ら
れ
る
た
め
、
西
洋
馨
学
の
病
名
と

は
一
致
し
な
い
。
病
原
菌
自
慢
、
環
境
要
肉
の
愛
容
に
よ
っ
て
饗
化
す
る
上
、

ビ
ト
の
兎
疫
力
や
適
時
応
力
も
多
様
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
著
者
は
清
代
江
南

で
は
、
明
清
代
す
で
に
地
方
病
と
な
っ
て
い
た
天
然
痘
・
麻
疹
や
「
層
住

乱
」
・
「
傷
寒
」
・
細
商
性
赤
痢
・
急
性
胃
腸
炎
な
ど
消
化
器
系
の
惇
染
病
が

主
と
し
て
流
行
し
、
清
代
中
期
か
ら
白
喉
・
狸
紅
熱
な
ど
喉
の
惇
染
病
が
増

加
し
た
ほ
か
、
「
大
頭
癌
」
「
蛤
膜
癌
」
「
羊
毛
'
恒
」
な
ど
今
で
も
不
明
な
疫

病
が
存
在
し
た
と
い
う
。

「
震
乱
」
と
い
う
病
名
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ

て
き
た
。
嘉
慶
二
十
五
年
、
イ
ン
ド
か
ら
海
路
で
惇
播
し
中
園
で
大
流
行
し

た
コ
レ
ラ
が
、
『
黄
帝
素
問
」
以
来
、
古
代
文
献
に
見
ら
れ
る
「
震
乱
」
と

同
じ
種
類
の
v
俣
病
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
雨

者
を
同
じ
種
類
と
見
な
し
て
き
た
が
、
著
者
は
古
代
中
園
の
「
震
乱
」
の
惇

染
性
が
明
瞭
で
な
く
、
腹
痛
を
件
、
つ
こ
と
か
ら
、
急
性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
な

十
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ど
の
類
い
と
し
て
、
員
性
コ
レ
ラ
と
は
異
な
る
と
推
測
し
て
い
る
。

現
代
で
は
惇
染
病
の
原
凶
が
微
生
物
や
寄
生
虫
に
よ
る
と
い
う
こ
と
は
常

識
と
な
っ
て
い
る
が
、
額
微
鏡
が
愛
明
さ
れ
る
以
前
は
、
「
塩
鬼
」
「
塩
神
」

と
い
っ
た
鬼
神
、
或
い
は
疫
気
な
ど
に
よ
る
と
慶
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
第

四
章
で
は
、
清
代
江
南
の
人
々
の
疫
病
に
針
す
る
認
識
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

鬼
神
誠
に
比
べ
、
「
疫
気
」
を
病
原
と
す
る
認
識
は
明
末
清
初
の
呉
有
性
に

よ
る
『
温
疫
論
』
以
降
、
飛
躍
的
に
護
展
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
「
戻
気

息
ナ
説
」
は
、
「
暑
混
燥
火
」
な
ど
「
不
正
之
気
」
が
「
病
試
、
屍
気
及
び
そ

の
他
の
械
濁
の
気
」
と
混
合
し
て
形
成
さ
れ
る
と
し
た
。
疫
病
を
引
き
起
こ

す
病
原
を
「
穣
れ
た
地
気
」
の
方
に
求
め
て
お
り
、
よ
り
現
代
墜
皐
の
認
識

に
近
づ
い
た
と
著
者
は
い
う
。

病
原
と
密
接
に
関
連
す
る
病
因
と
し
て
は
、
道
徳
要
素
と
現
賓
要
素
が
考

え
ら
れ
る
。
前
者
は
道
徳
腐
敗
に
釣
す
る
天
の
懲
罰
で
あ
り
、
後
者
と
し
て

は
、
不
良
な
生
活
習
慣
な
ど
の
内
因
と
、
如
何
な
る
朕
況
下
で
疫
気
に
よ
っ

て
愛
生
す
る
か
と
い
う
外
凶
が
あ
る
。
外
因
に
は
、
自
然
災
害
や
戦
災
、
死

骸
庭
理
や
衛
生
而
で
の
不
良
習
俗
、
人
口
調
密
な
ど
が
あ
る
。
感
染
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
空
気
感
染
の
理
論
化
は
進
ん
だ
が
、
接
鰯
・
食
物
・

水
に
よ
る
感
染
に
つ
い
て
は
感
覚
的
認
知
に
止
ま
っ
た
。

骨
田
時
の
人
々
の
疫
病
に
到
す
る
認
識
と
は
別
に
、
現
代
の
認
識
方
法
で
清

代
の
疫
病
の
護
生
要
因
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
も
意
味
は
あ
り
、
第
五

章
で
は
災
害
要
因
(
戦
乱
を
含
む
)
、
人
口
要
凶
、
環
境
要
因
、
脅
俗
要
肉

を
検
討
し
て
い
る
。
災
害
要
因
と
し
て
は
水
害
と
の
闘
係
が
密
接
で
あ
る
。

時
期
的
に
は
順
治
・
康
照
期
で
の
相
関
関
係
が
最
も
高
く
、
時
代
が
下
る
ほ

ど
災
害
要
閃
に
因
ら
な
い
流
行
が
増
加
す
る
(
特
に
嘉
慶
・
道
光
期
に
は
海

外
か
ら
の
惇
播
が
額
著
)
。

109 

」

人
口
要
因
で
は
、
①
外
界
の
闘
奥
が
な
い
候
件
下
で
は
人
口
増
と
流
行
と

は
相
関
関
係
が
強
く
、
戦
乱
な
ど
が
起
こ
る
と
相
関
関
係
は
低
下
す
る
。
②

あ
る
種
の
疫
病
が
惇
染
・
生
存
す
る
の
に
必
要
な
人
口
規
模
に
到
達
す
る
以

前
で
は
人
口
と
流
行
の
相
関
関
係
は
じ
口
同
く
、
そ
れ
以
降
は
低
下
す
る
。
環
境

要
因
は
古
代
よ
り
疫
病
流
行
と
の
密
接
な
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
現
代

間
酉
撃
で
も
生
態
環
境
と
く
に
気
候
や
地
理
要
因
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
温
暖

浜
潤
気
候
や
需
集
し
た
水
運
な
ど
の
環
境
要
因
は
も
ち
ろ
ん
、
山
林
の
開
愛

や
生
活
廃
棄
物
・
工
業
廃
棄
物
な
ど
に
よ
る
環
境
汚
染
が
自
然
の
瀞
化
能
力

を
超
え
、
疫
病
の
流
行
を
引
き
起
こ
し
た
。
糞
尿
の
慮
閣
内
一
(
河
川
で
の
馬
桶

洗
湯
)
や
停
葬
(
墓
地
風
水
に
よ
る
遺
傑
埋
葬
の
延
期
)
の
習
俗
が
疫
病
の

溌
生
に
有
利
に
働
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
賓
際
の
疫
病
流
行
は
こ
う
し
た
災

害
・
人
口
・
環
境
・
習
俗
な
ど
の
要
因
が
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て
い
た
こ
と

は
事
賓
で
あ
る
。

第
六
章
は
疫
病
流
行
が
枇
舎
に
奥
え
た
影
響
、
及
ぴ
流
行
に
封
す
る
枇
舎

の
釣
謄
に
関
し
て
多
角
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
春
節
に
爆

竹
を
鳴
ら
し
た
り
、
端
午
に
神
符
・
鍾
埴
像
を
掛
け
る
な
ど
の
行
い
は
、

「
駆
避
疫
鬼
」
を
青
山
園
し
た
も
の
で
清
代
江
南
に
庚
く
見
ら
れ
た
防
疫
行
局

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
珠
防
法
と
し
て
は
気
功
な
ど
の
養
生
が
士
円
く
か
ら
愛
達

し
た
が
、
惇
染
病
の
議
防
と
し
て
は
環
境
衛
生
の
改
善
が
主
要
な
手
段
で
あ

っ
た
。
「
衛
生
」
と
い
う
語
は
古
い
墜
皐
丈
献
に
現
れ
、
身
髄
養
生
や
v
俣
病

治
療
の
音
山
味
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
清
末
に
近
代
監
撃
の
惇
播
と
と
も
に
今

日
で
い
う
生
活
環
境
の
改
善
と
い
う
意
味
に
愛
化
し
て
い
っ
た
(
近
代
に
中

園
に
来
た
西
洋
人
の
多
く
が
中
園
人
の
衛
生
観
念
の
故
如
を
指
摘
し
た
)
。

そ
う
し
た
愛
化
は
惇
統
的
衛
生
観
念
の
存
在
な
し
に
は
あ
り
え
ず
、
疾
病
の

珠
防
と
い
う
意
味
で
は
雨
者
の
目
的
は
全
く
同
一
だ
と
著
者
は
い
う
。
ま
た
、

十
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防
疫
の
た
め
に
患
者
を
隔
離
す
る
と
い
う
手
段
も
古
く
か
ら
採
用
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
そ
れ
は
白
設
に
基
づ
く
慈
善
と
し
て
の
牧
容
で
あ
り
、
近
代
の

強
制
的
隔
離
と
は
異
な
っ
て
い
た
。

靖
郎
防
殴
酉
附
宇
と
し
て
中
園
が
誇
る
も
の
は
十
六
世
紀
に
芳
場
し
た
「
人
痘
」

術
で
あ
る
。
十
八
世
紀
後
期
に
は
江
南
で
よ
り
安
企
な
人
痕
接
種
術
と
し
て

愛
達
し
た
。
地
方
官
府
が
閥
心
を
一
不
さ
な
か
っ
た
の
と
は
釘
照
的
に
郷
紳
層

が
善
行
と
し
て
接
種
普
及
に
貢
献
し
た
。
十
九
佐
紀
初
、
マ
カ
オ
か
ら
惇
わ

っ
た
と
さ
れ
る
「
牛
痕
」
術
は
清
末
の
江
南
各
地
で
牛
痘
局
が
設
立
さ
れ
る

な
ど
順
調
に
普
及
し
た
。
「
人
痕
」
の
時
と
は
異
な
り
、
地
方
政
府
は
積
極

的
に
介
入
を
し
た
が
、
主
要
な
推
進
者
は
や
は
り
郷
紳
暦
で
あ
っ
た

宋
一
川
代
の
王
朝
は
病
人
救
済
の
た
め
の
積
極
的
政
策
を
採
っ
た
が
、
清
朝

政
府
の
疫
病
針
策
は
不
卜
分
で
あ
り
、
専
ら
地
方
官
僚
の
個
人
的
恩
情
に
依

撮
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
も
い
民
間
枇
舎
の
活
力
の
影
響
は
無
視
で
き

な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
宗
族
・
合
舘
・
慈
善
圏
慢
な
ど
が
慈
善
活
動
と
し

て
墜
療
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
道
光
以
前
は
、
総
合
的
慈
善
園
健
が
寄
付
や

地
租
を
財
源
に
様
々
な
救
済
活
動
に
従
事
す
る
中
の
一
環
と
し
て
疫
病
救
済

を
行
っ
た
が
、
這
光
・
同
治
期
以
降
は
疫
病
治
療
の
機
能
が
掻
大
し
、
疫
病

救
済
を
専
門
と
す
る
慈
善
圏
岨
胞
が
現
れ
る
な
ど
の
愛
化
が
見
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
経
費
は
商
人
の
商
業
活
動
に
依
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
、

岡
家
と
枇
舎
の
針
立
を
設
定
し
、
民
間
枇
舎
の
成
長
か
ら
近
代
中
園
枇
合
の

設
展
を
見
出
そ
う
と
い
う
議
論
が
多
か
っ
た
が
、
殴
酋
療
分
野
で
は
雨
者
の
封

立
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
協
力
の
局
面
さ
え
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

明
清
期
中
園
の
鴎
酉
療
技
術
は
「
温
病
率
」
の
設
展
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
決

し
て
停
滞
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
嘉
逗
年
間
に
惇
わ
っ
た
コ
レ
ラ

の
流
行
に
封
し
て
江
南
の
祉
曾
文
化
の
護
展
(
出
版
業
の
設
展
、
識
字
率
の

」

向
上
、
薬
業
の
愛
辰
)
に
支
え
ら
れ
た
警
療
資
源
が
動
員
さ
れ
、
疫
病
に
封

す
る
認
識
は
設
展
し
て
い
っ
た
。
近
代
西
洋
墜
墜
流
入
後
の
影
響
も
大
都
市

に
限
ら
れ
、
民
衆
の
健
康
を
擁
護
し
え
た
の
は
停
統
墜
皐
で
あ
っ
た
。

地
方
志
な
ど
の
記
載
に
よ
る
と
清
代
江
南
で
は
疫
病
が
頻
議
し
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
死
亡
者
が
数
高
・
数
十
高
に
上
る
と
い
う
記
載
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
れ
は
惇
染
病
が
二
疋
度
の
人

U
に
遭
遇
す
る
と
そ
の
毒
性
が
弱
ま
り
、

ま
た
集
圏
の
克
疫
力
が
強
ま
り
、
疫
病
流
行
が
相
針
的
に
安
定
し
た
局
面
に

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
江
南
民
衆
の
生
活
水
準
が
比
較
的
高
か
っ
た

こ
と
、
官
民
の
災
害
救
消
能
力
が
高
か
っ
た
こ
と
、
江
南
の
墜
療
救
済
が
充

賓
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

以
ト
ぃ
、
清
代
江
南
の
疫
病
に
閥
し
て
枇
舎
史
的
組
野
か
ら
取
り
組
ん
だ
本

書
は
、
慶
く
海
外
に
お
け
る
警
療
史
ブ

l
ム
の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
と
は
い

え
、
中
園
歴
史
向
学
界
に
お
け
る
未
開
拓
分
野
に
本
格
的
に
挑
戦
し
た
も
の
と

し
て
高
く
許
債
で
き
よ
う
。
こ
れ
ま
で
、
中
園
に
お
け
る
墜
墜
史
研
究
は
中

園
警
皐
の
後
展
史
に
偏
重
し
、
し
か
も
墜
皐
理
論
あ
る
い
は
技
術
の
歴
史
と

い
う
墜
学
内
部
の
問
題
に
集
中
し
て
い
た
。
代
表
的
事
術
誌
で
あ
る
『
中
華

醤
史
雑
誌
』
に
は
枇
舎
史
的
論
文
も
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
賓
謹

と
考
察
の
レ
ベ
ル
は
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

本
書
の
著
者
は
中
園
剥
合
史
研
究
の
大
家
で
あ
る
南
聞
大
皐
の
鴻
爾
康
の

も
と
で
壮
舎
史
研
究
の
訓
練
を
受
け
た
気
鋭
の
血
学
者
で
あ
る
。
近
来
の
墜
療

枇
合
史
研
究
、
と
く
に
蓋
湾
の
中
央
研
究
院
に
お
け
る
「
生
命
史
」
研
究
に

よ
っ
て
組
閣
議
さ
れ
た
と
率
直
に
語
ら
れ
て
い
る
。
殴
首
向
学
分
野
に
は
素
人
で
あ

っ
た
が
放
に
徹
底
し
た
文
献
剖
査
が
な
さ
れ
た
。
緒
論
で
の
二
十
五
ペ
ー
ジ

に
及
ぶ
研
究
史
整
縄
、
史
料
紹
介
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
(
学
術
雑
誌
に

十
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お
い
て
も
研
究
動
向
を
紹
介
し
た
論
文
が
あ
る
)
o

そ
こ
で
は
中
同
署
療
枇

舎
史
に
関
す
る
中
図
語
研
究
?
げ
人
献
は
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
初
出
学
者
の
研

究
手
引
き
と
し
て
も
十
分
に
参
照
債
値
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
疾
病
に
閲
す
る
歴
史
研
究
の
方
法
に
は
、
お
お
よ
そ
、
①
物
質
的
、

客
観
的
な
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
、
換
言
す
れ

ば
、
肖
然
界
の
秩
序
に
お
け
る
生
物
率
的
作
用
と
し
て
の
病
気

E
5
2凶と

を
扱
う
研
究
と
、
②
痛
み
や
不
快
感
な
ど
に
封
し
て
、
民
首
師
や
患
者
、
或
い

は
枇
舎
が
輿
え
る
主
観
的
な
意
味
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
病
気

(
E
Z凹
印
)
に

焦
黙
を
常
て
た
研
究
と
が
考
え
ら
れ
る
。
清
代
の
疫
病
を
主
釘
象
と
す
る
本

書
は
、
①
の
範
障
に
入
る
と
思
わ
れ
る
が
、
清
朝
蛍
時
の
枇
舎
一
認
識
に
も
多

く
の
分
析
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
問
題
提
起
の
豊
富
さ
や
覗
野
の
慶
さ
は
本

書
の
優
れ
た
特
徴
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
個
々
の
論
遮
に
関
し
て

詳
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
評
者
の
能
力
を
超
え
る
た
め
、
以
下
で
は
今

後
の
中
園
墜
療
史
研
究
に
お
い
て
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
諸
問
題
に
絞
っ

て
論
じ
る
。

墜
療
の
歴
史
は
そ
れ
向
龍
、
知
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
特
換
と
い
う
歴
史
的
愛
遷

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
き
た
。
長
い
問
、
歴
史
知
識
の
習
得
は
墜
師
で
あ

る
た
め
の
必
要
保
件
で
あ
り
、
か
つ
権
威
の
源
で
あ
っ
た
。
ま
た
墜
事
史
は

同
時
代
の
岡
山
酉
皐
知
識
の
涼
一
解
に
有
数
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

十
九
世
紀
竿
ば
以
降
、
賓
験
科
撃
が
殴
萱
字
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
間
酉
学
史

は
そ
の
現
賓
的
意
義
を
失
う
。
且
県
知
識
は
園
書
館
(
文
字
)
で
は
な
く
、

賓
験
室
(
数
字
)
に
在
る
と
さ
れ
た
。
近
代
警
撃
の
専
門
性
の
確
立
と
「
過

去
と
の
断
絶
」
(
墜
皐
史
の
疎
外
)
は
表
裏
の
関
係
に
あ
っ
た
。
以
上
は
墜

皐
内
の
問
題
で
あ
る
が
、
歴
史
撃
の
側
で
は
、
一
九
七

0
年
代
の
「
新
し
い
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枇
合
史
」
の
芳
場
、
八
十
年
代
の
ジ
工
ン
ダ
ー
や
人
種
を
め
ぐ
る
枇
曾
運
動

に
よ
る
現
賓
枇
合
の
文
化
構
成
批
判
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
新
た
な
墜
療
剥

合
史
が
常
国
初
す
る
。
そ
こ
に
は
科
撃
や
醤
撃
を
「
聖
域
」
減
せ
ず
、
そ
の

「
愛
辰
」
を
自
明
の
も
の
と
し
な
い
皐
問
的
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
ト
ー
タ
ル

な
殴
酉
療
枇
舎
史
研
究
は
墜
師
で
は
な
く
、
歴
史
的
学
や
人
類
皐
な
ど
「
専
門

外
」
の
者
に
よ
っ
て
潟
さ
れ
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
本
書
の
論
黙
の
一
つ
と
関
連
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

清
代
江
南
の
枇
合
経
済
愛
展
は
、
民
衆
の
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
、
岡
山
酉
療
・

衛
生
保
件
の
改
善
に
寄
輿
し
た
一
方
、
人
口
増
加
・
流
動
、
環
境
汚
染
な
ど

に
よ
る
疫
病
流
行
に
有
利
な
篠
件
を
も
準
備
し
た
、
「
雨
刀
の
剣
」
で
あ
っ

た
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
祉
舎
や
墜
随
一
干
の
設
展
が
必
ず
し
も
人
々
の

生
活
向
上
に
直
結
し
な
い
こ
と
を
示
す
(
墜
墜
愛
展
と
疫
病
流
行
の
ジ
レ
ン

マ)
0こ
の
関
係
は
、
欧
米
の
墜
療
史
研
究
、
と
く
に
植
民
地
警
療
史
研
究
で
言

及
さ
れ
る
「
開
愛
原
病
」
の
構
固
と
若
干
類
似
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
や
ア
フ

リ
カ
の
「
未
開
地
」
が
植
民
地
開
設
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
新
た
な
病
原

菌
・
動
植
物
が
持
ち
込
ま
れ
、
ま
た
欧
米
市
場
向
け
モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
0

フ

ラ
ン
テ
l
シ
ヨ
ン
の
横
大
で
、
固
有
の
生
態
環
境
が
崩
れ
、
特
定
の
惇
染
病

が
流
行
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
「
近
代
文
明
」
の
象
徴
と
し
て
の
近
代
墜
療

に
よ
る
「
苦
虫
」
の
治
療
が
な
さ
れ
、
植
民
地
支
配
が
正
賞
化
さ
れ
た
と
い

う
園
式
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
植
民
地
支
配
が
一
貫
は
疫
病
を
引
き
起
こ
し
た
と

い
う
事
賓
に
よ
っ
て
、
近
代
警
息
子
の
負
の
側
面
が
一
不
さ
れ
、
「
設
展
」
概
念

を
再
検
討
す
る
契
機
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
書
は
清
代
江
南
の
祉
曾
愛
展
を
前
提
に
議
論
が
な
さ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
の
結
論
だ
け
を
見
る
と
疫
病
と
開
愛
を
め
ぐ
る
文
明
論
と
誤
解
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さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
具
健
的
に
如
何
な
る
開
設
が
ど
の
疫
病
の
流
行
と

関
連
し
て
い
た
の
か
と
い
う
貼
、
開
愛
を
批
判
的
に
捉
え
る
覗
黙
が
や
や
弱

い
感
じ
が
す
る
。
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
本
書
で
も
疫
病
の
要
因
と
し
て

重
相
附
さ
れ
て
い
る
生
態
環
境
へ
の
配
慮
が
あ
ろ
う
。
二
億
年
も
の
問
、
微
生

物
(
自
民
H
C
F
)

が
生
物
界
の
支
配
者
だ
っ
た
が
、
二
十
世
紀
に
な
る
と
、

人
聞
が
そ
れ
を
溌
見
す
る
こ
と
で
環
境
の
歴
史
が
大
き
く
嬰
わ
っ
た
。
自
然

界
の
バ
ラ
ン
ス
調
整
に
人
策
的
作
用
が
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

だ
。
環
境
史
の
組
貼
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
開
設
・
環
境
・
疫
病
の
相
互

関
連
が
一
不
さ
れ
、
「
設
展
」
史
観
の
相
封
化
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

も
う
一
つ
の
論
貼
は
、
清
代
江
南
に
お
け
る
祉
曾
護
展
の
結
果
、
「
温
病

皐
」
を
中
心
に
中
園
田
笛
撃
が
愛
展
し
、
こ
れ
が
清
末
以
降
、
近
代
西
洋
警
撃

の
受
容
を
容
易
に
し
た
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
ま
た
、
清
末
、
西
洋
墜
事
の

影
響
で
中
園
の
衛
生
観
念
に
大
き
な
繁
化
が
起
き
た
が
、
そ
れ
は
惇
統
的
衛

生
観
念
の
「
縫
績
・
設
展
」
で
も
あ
り
、
疾
病
抽
出
防
、
生
命
擁
護
と
い
う
黙

に
お
い
て
、
雨
者
は
完
全
に
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。

(
一
二
六
頁
)

し
か
し
、
近
代
醤
撃
に
お
け
る
「
衛
生
」
は
決
し
て
普
遍
的
な
「
疾
病
橡

防
」
「
生
命
擁
護
」
で
は
な
く
、
近
代
岡
民
国
家
、
或
い
は
帝
国
主
義
園
家

が
統
治
者
の
健
康
保
持
の
た
め
、
疫
病
の
元
凶
と
目
さ
れ
た
枇
合
集
固
に
強

制
さ
れ
、
彼
ら
を
文
明
的
に
差
別
化
す
る
「
道
具
」
で
も
あ
っ
た
。
中
国
の

近
代
化
に
お
け
る
内
在
的
議
展
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
近
代
墜
随
一
下
の
枇
合
的

側
面
を
等
関
視
す
る
の
は
、
本
主
回
全
髄
の
論
調
と
相
容
れ
な
い
よ
う
に
思
う
。

こ
の
問
題
は
、
近
代
岡
山
酉
皐
と
の
関
連
に
お
い
て
、
非
西
欧
世
界
に
お
け
る

醤
療
の
歴
史
を
い
か
に
描
く
か
と
い
う
極
め
て
重
要
な
問
題
に
か
か
わ
る
。

」

近
代
以
降
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
非
西
洋
世
界
に
お
け
る
在
来
墜
民
了
は

「
迷
信
」
「
未
開
」
覗
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
民
族
主
義
に
鼓
舞
さ
れ
る

こ
と
で
「
停
統
墜
皐
」
と
し
て
擁
護
さ
れ
た
り
、
比
較
の
覗
貼
を
有
す
る
人

類
与
に
よ
っ
て
「
民
俗
知
識
」
と
し
て
評
債
さ
れ
た
り
し
た
。
特
に
科
皐
史

や
殴
酉
療
人
類
的
晶
子
の
研
究
の
中
に
は
、
在
来
醤
撃
を
固
有
の
墜
療
シ
ス
テ
ム
と

し
て
位
置
づ
け
、
そ
こ
に
あ
る
種
の
「
科
撃
性
」
「
合
理
性
」
を
認
め
よ
う

(
5
)
 

と
す
る
「
墜
療
の
多
元
主
義
」
の
主
張
が
あ
る
。
ま
た
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の

覗
貼
か
ら
、
近
代
醤
皐
の
文
化
機
制
の
徹
底
的
な
相
釘
化
の
方
向
、
す
な
わ

ち
非
西
洋
杭
舎
に
よ
っ
て
「
正
賞
性
を
疑
わ
れ
た
知
識
」
と
し
て
近
代
墜
皐

(
6
)
 

を
捉
え
な
お
す
作
業
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
科
学
的
警
準
は
も
は
や
幾
多
の
警
療
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
一
つ

で
は
な
く
、
他
の
馨
療
シ
ス
テ
ム
を
許
債
す
る
「
基
準
」
と
な
っ
て
い
る

(
在
来
墜
事
の
持
つ
債
値
が
新
た
な
「
基
準
」
と
な
る
可
能
性
は
無
論
あ

る
)
o

西
洋
の
歴
史
『
え
化
に
由
来
す
る
科
向
学
的
墜
事
が
歴
史
的
到
達
貼
と
し

て
の
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
山
め
て
い
る
現
時
蛤
に
お
い
て
、
殴
首
向
学
史
の
中
に

愛
展
の
論
理
を
設
定
し
た
場
合
、
す
べ
て
の
墜
皐
の
系
譜
は
何
ら
か
の
形
で

科
率
的
墜
墜
に
合
流
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
非
西
洋
耐
舎
に
お
け
る

醤
療
の
際
史
(
と
く
に
近
代
前
後
の
時
期
)
を
描
く
際
の
困
難
さ
は
こ
こ
に

あ
るさ
ら
に
今
後
、
研
究
が
必
要
に
な
る
と
目
さ
れ
る
領
域
と
し
て
、
疫
病
・

闘
酉
療
と
地
域
性
と
の
閥
連
の
問
題
が
あ
る
。
本
書
は
江
南
地
域
が
釘
象
で
あ

る
が
、
明
清
期
、
ほ
ぼ
全
図
的
に
疫
病
の
流
行
が
見
ら
れ
た
。
著
者
を
中
心

に
書
か
れ
た
研
究
書
に
よ
る
と
、
清
代
に
お
け
る
疫
病
流
行
件
数
が
多
い
省

と
し
て
、
山
東
・
湖
北
・
河
北
・
崩
江
・
江
蘇
・
陳
西
な
ど
が
琴
、
げ
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
亜
熱
帯
気
候
で
祉
舎
一
経
済
も
愛
達
し
て
い
た
嶺
南
地
域
で

十
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流
行
が
少
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、
そ
こ
で
は
必
ず
し
も
明
解
な

回
答
は
輿
え
ら
れ
て
い
な
い
。

士
円
今
束
西
を
問
わ
ず
、
疫
病
の
流
行
と
地
域
主
義
の
形
成
と
は
密
接
な
閲

(
8
)
 

係
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
古
代
中
原
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
疫
病
流
行

は
貧
困
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
南
方
中
園
へ
の
蔑
覗
感
の
形
成
に
寄
奥
し
て
い

た
。
ま
た
、
本
書
と
同
じ
明
清
江
南
の
警
療
を
扱
っ
た
三
日
区
出
向
ロ
ω
ロ
ロ
の

研
究
に
よ
る
と
、
「
温
病
問
学
」
の
形
成
は
政
治
的
な
南
方
の
地
方
主
義
の
撞

頭
と
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
警
事
理
論
に
お
け
る
「
地
気
」

2
0
2
7ち
概

念
は
故
郷
に
根
ざ
し
た
向
己
意
識
と
環
境
・
気
候
・
疾
病
と
を
結
び
つ
け
る

も
の
で
あ
っ
た
。
清
代
後
期
以
降
の
都
市
部
に
お
け
る
同
郷
組
織
の
溌
展
は

こ
の
「
地
気
」
と
同
郷
意
識
と
が
結
び
つ
い
て
額
現
し
た
も
の
と
し
て
理
解

(
9
)
 

で
き
る
と
い
う
。
闘
酉
島
干
稗
論
と
枇
合
円
経
済
的
動
き
と
が
リ
ン
ク
し
て
い
た
と

い
う
事
賓
は
、
殴
酉
療
と
枇
合
回
経
済
の
関
係
に
つ
い
て
一
層
の
歴
史
研
究
の
必

要
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
、
見
落
と
せ
な
い
テ
l
マ
は
ヒ
ト
の
移
動
と
墜
療
と
の
か
か
わ

り
で
あ
る
。
白
人
枇
舎
に
お
け
る
近
代
ア
ジ
ア
移
民
に
針
す
る
人
種
石
別
が

(
凶
)

近
代
闘
酉
爪
干
の
知
識
に
依
擦
し
て
い
た
こ
と
を
一
不
す
研
究
は
少
な
く
な
い
。
し

か
し
、
本
書
の
針
象
で
あ
る
清
代
江
南
は
か
な
り
流
動
性
の
高
い
地
域
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
り
、
こ
れ
が
疫
病
の
流
行
と
如
何
な
る
関
係
が
あ
っ
た
か
、

愛
教
と
し
て
ヒ
ト
の
「
移
動
」
の
重
要
性
が
も
っ
と
考
察
さ
れ
て
よ
い
。

全
岨
胞
を
通
し
て
、
「
笈
展
」
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
依
然
と
し
て
根
底
に
流
れ
て

い
る
貼
に
違
和
感
は
あ
る
と
し
て
も
、
度
範
な
史
料
の
利
用
、
覗
黙
の
豊
富

さ
な
ど
、

j
分
に
債
値
あ
る
研
究
だ
と
い
え
る
。
著
者
は
、
警
療
一
枇
合
同
史
と

い
う
研
究
分
野
が
、
狭
い
文
化
史
で
は
な
く
、
人
類
史
あ
る
い
は
地
球
史
と

い
う
壮
大
な
構
想
に
繋
が
り
、
既
成
の
歴
史
像
を
覆
す
可
能
性
が
あ
る
の
で

113 

」

は
と
い
う
珠
感
を
覚
え
な
が
ら
研
究
に
従
事
し
て
い
る
よ
う
に
評
者
に
は
感

じ
ら
れ
た
。

キ
+
占(
l
)

「
閲
注
生
命
一
海
峡
雨
岸
興
起
疾
病
問
酉
療
枇
舎
史
研
究
」
『
中
園

一
吐
曾
経
済
史
研
究
』
二

O
O
一
年
第
三
期
、
「
中
園
疾
病
、
富
療
史

探
索
的
過
去
、
現
賓
奥
可
能
」
『
歴
史
研
究
」
二

O
O
三
年
第
四
期
。

(2)

吋
円
山
口
「
同
E
印
旨
富
山
口
〔
日
]
C
F
ロ
国
民
-
2
巧
2
5
1
d
p岳
口
出
己
出
国

3
2
2
3
5
同
E
回
目
白
出
向
足
当
日
ロ
巾
円
。
門
F
h
R
Q
H
S
h
足
ミ
ミ
~
N
H
H
h
l

芯
ミ
~
同
J
r
~
~
芯
3
2
ミ
え
吋
マ
毛
足
ミ
き
s
h
F
回
日
-tBG円巾ゆト「
o
r出印

国
0

日)]ロロ印

d
E〈
2
2
q
M
)門巾回出
'
N
C
C品
官

官

印

∞

(
3
)

著
者
が
編
集
し
た
と
思
わ
れ
る
『
痘
疫
下
的
世
曾
握
救
一
中
国
近

世
重
大
疫
情
血
八
社
合
固
反
磨
研
究
』
(
中
図
書
庖
、
二

O
O
四
年
)
の

緒
論
で
は
ポ
ス
ト

S
A
R
S時
代
の
新
た
な
胎
動
、
乱
肌
合
進
歩
や
経

済
設
展
を
歴
史
法
則
と
見
な
し
て
き
た
従
来
の
皐
問
へ
の
批
判
が
な

さ
れ
て
い
る
(
二
、
四
頁
)

0

(
4
)

見
市
雅
俊
「
病
気
と
墜
療
の
世
界
史
|
|
開
設
原
病
と
帝
園
警
療

を
め
ぐ
っ
て
」
見
市
雅
俊
・
粛
藤
修
・
脇
村
孝
平
・
飯
島
渉
編
『
疾

病
・
開
設
・
帝
岡
墜
療
一
ア
ジ
ア
に
お
け
る
病
気
と
醤
療
の
歴
史

皐
』
東
京
大
皐
出
版
合
、
二

O
O
一
年
。

(
5
)

醤
療
人
類
撃
と
し
て
は
、

h
Eュ2
F
2
F、
科
挙
史
と
し
て
は

』O
凹

3
r
H
4
2
L
E
B
の
名
を
奉
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
6
)

〉
ロ
門
町
。
君
。
戸
ロ
巴
ロ
m
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田
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口
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国
口
〔
目
見
〉
ロ
L
H
O
耳印巾門目印
e
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、
話
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ミ
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ケ
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f
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H
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